
　

Ｄ
Ｃ
と
は
、
Ｊ
Ｒ

６
社
と
地
域
の
観
光

関
係
者
が
協
力
し
て

行
う
国
内
最
大
規
模

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
そ
の
開
催
地
は
全
国

の
旅
行
社
か
ら
も
注
目
さ
れ
ま
す
。
32
年
ぶ
り

の
単
独
開
催
と
な
る
い
わ
て
Ｄ
Ｃ
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
い
わ
て
物
語
〜
そ

う
い
う
旅
に
私
は
し
た
い
」。
県
外
か
ら
の
旅

行
客
受
け
入
れ
に
先
駆
け
、
先
月
盛
岡
市
で
行

わ
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
３
０
０
名
を
超
え
る
旅
行
関
係

者
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
や
チ
ャ
グ
チ
ャ

グ
馬
コ
で
来
県
者
を
歓
迎
。
盛
岡
駅
長
、
お
か

み
会
一
同
、
そ
し
て
県
内
各
地
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

た
ち
が
お
出
迎
え
で
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
郷
土
芸
能

を
披
露
、
地
元
民
放
４
局
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
映
像
に
よ
る
観
光
プ
レ
ゼ
ン
で
、
県

内
各
地
の
見
ど
こ
ろ
食
べ
ど
こ
ろ
を
存
分
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
県
内
各
地
自
慢
の
食
を
一
堂
に
介
し

た
「
復
興
食
堂
」
で
お
も
て
な
し
。
地
元
関
係

者
の
ぬ
く
も
り
溢
れ
る
応
対
が
、
他
県
観
光
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
心
に
素
朴
で
温
か
な
印
象
を

残
し
た
よ
う
で
す
。
今
月
号
で
は
観
光
客
を
送

り
こ
む
立
場
の
旅
行
業
者
、
岩
手
の
観
光
資
源

を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
、
そ
し
て
観
光
客
を
迎
え

る
地
元
関
係
者
な
ど
に
、
い
わ
て
Ｄ
Ｃ
に
向
け

た
期
待
や
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

「
い
わ
て
Ｄ
Ｃ
」は
じ
ま
る
！

思
い
を
一
つ
に
、
皆
で
盛
り
上
げ
よ
う
。

いよいよ、いわてＤＣ（デスティネーションキャンペーン）
が始まりました。４月１日からの３カ月間、県内各地で
観光客を迎え入れる企画を展開していきます。去る３
月15日には、いわてＤＣ推進協議会がスタートアップミ
ーティングを開催。全国各地から多数の旅行関係者
をお招きし、岩手の魅力をＰＲしました。

特集

オープニングでは県内観光関係者が並んであいさつ。

※DCとは、Destination（目的・行き先）とCampaign（宣伝）の造語

レセプションでは県内各地自慢の料理が振る舞われました。

来県者をおかみ会が温かい笑顔でお出迎え。
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■スタートしたばかりのいわてＤＣ、住民一人ひとりがさらに盛りあげていきましょう。

JR東日本 盛岡駅長／佐藤年男さん

いわておかみ会・熊ヶ井旅館／熊谷晴子さん

トップツアー㈱　
国内旅行部東北国内旅行セン
ター係長／高安暁子さん（右）
個人旅行事業部企画マーケテ
ィング課／出射見奈子さん（左）

㈱JTB東北 代表取締役社長／堀好治さん

㈳宮古観光協会・営業部主任／島崎準さん

㈱ジェイティービー 旅行事業本部副本部長／池田浩さん

㈱交通新聞社 旅の手帖・散歩の達人編集部長／中村直美さん ㈾東家 代表／馬場暁彦さん

震災後のいわてDCです
から、全国の皆さんに足を
運んでもらいたい。私たち
も、県内各駅が手を取り合
って岩手の魅力をアピール
していきます。被災地の復
興はこれからですが、いわ
てDC期間中は県内各線区
にイベント列車を走らせ、
街と街とをつないでいく予
定です。

岩手県民は昔から口下手
と言われますが、逆手に取
ればそれも持ち味。「おい
しくないけど食べてみて」
など謙遜の言葉は、奥ゆか
しくていかにも岩手らしい
じゃないですか。親切な点
も岩手らしさ。相手が何を
欲しているか推し測る心を
持って、もてなしていきま
しょう。

宮城県から来ました。岩
手は広く隣県ながら知らな
い魅力がたくさんあります。次に宮城ＤＣを控えており東
北全体を一緒にアピールしていきたいです。（高安さん）
初めて訪れた岩手。力強く復興に向かう地元の方々の

意識を感じ、私たちも観光に関わる立場でしっかり岩手を
盛りあげていかなくては。（出射さん）

東北の観光業界にとって、
今回のいわてDCが起爆剤
になるのではと大変期待し
ています。岩手を含む東北
全体に注目してもらう絶好
の機会になると。空港の国
際線も仙台と中国がつなが
れば震災以前のアクセスが
戻るので、海外からの観光
客にも期待したいものです。

宮古市は宿泊施設が残っ
ているため、観光客の受け
入れ体制もできています。
宮古をベースに沿岸の北と
南をつなぐ「拠点性」の役
割も深く感じています。春
からはホッキにマツモやワ
カメなどの海産物など、お
いしいものを用意して元気
にお客様を迎えていきます。

震災後は日本全体で東北
を支援しようという動きが
あり沢山の絆が生まれてい
ます。東北に足を運び人と
出会い、食べたり買ったり
するのも応援の一つ。いわ
てDCが終わっても、来年
３月まで「東北観光博」が
続きます。微力ながら観光
面で東北を盛りあげていき
ます。

震災以前から何度も岩手
を訪れています。岩手県は
広くて地域ごとに文化や言
葉も異なる点が、他県とは
違った楽しさですよね。今
日はチャグチャグ馬コ装束
の「生」の美しさに魅せら
れました。訪れてこそ感じ
る旅の魅力。私たちの仕事
はそのきっかけづくりです。

ＤＣスタート直後の４月
７日～８日に、盛岡駅前で
「盛岡三大麺フェスティバ
ル」を開催します。新幹線
を降りるお客様へのお振る
舞いの意味を込めたもの。
まずは、岩手に来た方々に
「いい印象」を持って帰っ
てもらいたいです。それが
「次」に繋がっていくと思
います。
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